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○　主な活動内容
A　要配慮者の把握
B　緊急搬送の要請
C　有資格者等への協力依頼
D　保健師などとの連携
E　共助による支え合い

【作成・管理する主な様式】
□　避難所状況報告書
□　支援の必要な人の特性に応じた対応表




	避難所開設準備



□　要配慮者を早急に把握し、共助でできる対応を行う。

□　要配慮者スペースを確保する
・　備蓄場所から、福祉避難スペース（間仕切り）を取り出し、設営する。
設置場所①　：　体育館（共同生活ができる方用）
設置場所②　：　4組（共同生活が難しい方用）

	【要配慮者とは】
避難生活において特別な支援や配慮を必要とする人
（１）高齢者（一人暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯、家族と同居しているものの日中は一人になることが多い高齢者、寝たきり高齢者、認知症高齢者など）
（２）身体障害者（視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者、内部障害者など）
（３）知的障害者
（４）精神障害者
（５）発達障害者
（６）高次脳機能障害者
（７）若年性認知症を有する者
（８）重症心身障害者
（９）生活支援が必要な難病患者
（10）常時特別な医療等を必要とする在宅療養者（人工呼吸器使用者、在宅酸素療法者等の医療機器等を使用している者、人工透析を受けている者など）
（11）乳幼児
（12）妊産婦
（13）外国人（日本語の理解が十分でない者）
※　災害により負傷した者や地域の地理に不慣れな旅行客も要配慮者となりうる。





	避難所開設



□　要配慮者の把握
・　避難生活において特別な支援や配慮を必要とする人を早急に把握し、より困難度の高いと思われる人から、福祉避難スペース又は福祉避難室へ誘導する。
・　共助でできる範囲での手助けと、要配慮者の支援に必要な基本情報の把握に努める。
※　情報は、避難者カードや、本人が携行する「お薬手帳」、「情報連絡カード」、難病患者の「緊急支援手帳」などから収集する。

□　緊急搬送の要請
・　医療機関、福祉避難所等への緊急搬送を、情報班を通じて市災害対策本部に要請する。
・　医療機関、福祉避難所等の状況を確認のうえ、可能であれば、医療機関、福祉避難所等へ搬送する。(搬送の際は、家族を中心に人手を確保する)

□　有資格者等への協力依頼
・　ホームヘルパーなど有資格者やボランティア経験者が避難者の中にいないか呼びかけ、要配慮者支援への協力をお願いする。


	避難所運営



□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

□　市の保健師チームなどと連携して、専門職の支援へのつなぎ目としての支え合い活動に取り組む。

□　保健師などとの連携
・　保健師チームの巡回健康相談を、情報班を通じて市災害対策本部に要請する。
・　保健師チームの巡回開始後は、要配慮者支援班員が、保健師から避難所内での要配慮者に対するサポートについて指導を受け、それを避難所内で実践する。
・　保健師チームの巡回開始後は、保健師の指導のもと要配慮者支援班が、避難所状況報告書の作成について、一部役割を分担する。

□　介護・障害福祉サービス提供者等との連携
・　福祉サービスを必要とする要配慮者について、情報班を通じて市災害対策本部に支援を要請する。

□　共助による支え合い
・　日常生活の支援についての具体的な方法については、支援が必要な人の特性に応じた対応表を参照する。
・　トイレなどへの移動介助や情報の伝達支援など、要配慮者が日常生活で必要な介助を受けられる環境づくりに努める。
・　食料班と連携して、要配慮者が必要な食事への配慮を受けられるようサポートする。
・　そのほか、保健班と連携して要配慮者の健康状態に気を配り、健康的な生活を送れるよう声かけを行う。
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□　避難所外の被災者への対応
・　情報班や保健班と連携して、避難所外の被災者にも、医療機関や福祉サービス等についての情報提供を行う。

□　自立を妨げない支援
・　「支援する側」・「される側」を固定せず、年齢や性別、障害の有無によらず誰もが何かの役割を果たせる環境づくりに努める。
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□　避難所の円滑な閉鎖に向けて、運営本部の指示のもと、閉鎖準備を行う。
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